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	応用
	抗原情報
	背景
	マトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）ファミリーのタンパク質は、胚発生、生殖、組織リモデリングといった正常な生理過程、ならびに関節炎や転移といった疾患過程における細胞外マトリックスの分解に関与しています。ほとんどのMMPは不活性なプロタンパク質として分泌され、細胞外プロテアーゼによって切断されると活性化されます。しかし、この遺伝子によってコードされるタンパク質は膜型MMP（MT-MMP）サブファミリーに属します。このサブファミリーの各メンバーは膜貫通ドメインを有することから、これらのタンパク質は分泌型ではなく細胞表面で発現していると考えられます。このタンパク質はMMP2タンパク質を活性化し、この活性は腫瘍浸潤に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：エンドペプチダーゼ活性。プロペプチドの37-Asn-|-Leu-38を切断することにより、プロゼラチナーゼAを活性化します。加水分解される他の結合には、コラーゲナーゼ 3 のプロペプチド内の 35-Gly-|-Ile-36、アグリカン球間ドメイン内の 341-Asn-|-Phe-342、441-Asp-|-Leu-442、および 354-Gln-|-Thr-355 が含まれます。,補因子:サブユニットあたり 1 個の亜鉛イオンを結合します。,補因子:カルシウム。,ドメイン:システインスイッチ モチーフに存在する保存されたシステインは、触媒亜鉛イオンと結合して酵素を阻害します。活性化ペプチドの放出により亜鉛イオンからシステインが解離し、酵素が活性化されます。,機能:プロゼラチナーゼAを特異的に活性化すると考えられます。そのため、腫瘍細胞表面でプロゼラチナーゼAを活性化することにより、腫瘍細胞の浸潤を誘発する可能性があります。,PTM:前駆体は、フーリンエンドペプチダーゼによって切断されます。,類似性:ペプチダーゼM10Aファミリーに属します。,類似性:4つのヘモペキシン様ドメインを含みます。,細胞内局在:ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画中の質量分析によって同定されました。,組織特異性:結腸、乳房、頭頸部の間質細胞。,
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	MMP-14抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MMP-14抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

